
結果の見方…
こんな結果が出てきます。
例えば、「30歳代夫婦＋子ども 1歳」の場合。

❶子どものいる世帯なら移住時に貯蓄が 100～200 万円ないと厳しい！

❷最初の 3年間の暮らしのコツは貯蓄を減らさない !

● 夫 ：3年間は地域おこし協力隊 月 18万円 →4年目就農 月 3万円から開始
● 妻 ：1年目から月 6万円のパート ,5 年目から月 9万円 ,7 年目から月 10 万円
● 移住の際 250万円の貯蓄がある
● 移住後 4年目に農業就農に向け100万円貯金を使う

赤線：支出
青線：収入
緑帯：貯蓄

【諸条件】

❹移住から 7～8年を目標に…
　最低でも 300 万円以上の世帯収入をつくる！
　　（子育て世帯だと教育費がかかる…）

❸初期投資を極力小さくし、貯蓄を使い切らない !

支出の内訳もチェック！
抑えられる支出はないかなぁ…

注：各支出は平均より相当絞ってあります。
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ステップ１：世帯状況を入力します

ステップ７：結果を確認．実は…ここからが設計のスタート！あなたのライフスタイルに合った支出・収入・貯蓄になったでしょうか？

ステップ２：まずは、食料！生活に関わる経費を細かく考えてみる

ステップ３：住まいや車関連にかかる経費はどうでしょう？！

ステップ４：子育てや教育費にどれだけの費用がかかるかなぁ

ステップ 5：保険や医療費、税金なども設定しましょう！

ステップ６：交際費や趣味のための資金など，その他にかかる資金も想定しておこう！

この結果を
どう読むか…
意外？想定内？？
平均値と比較しな
がら振り返って
みましょう！

ここでも、
市町村によって、
様々な支援策が
ありますね！

医療費・保険・税金など、２つのステップ
で細かく設定していきます。

交際費や旅行などの余暇経費の他、その時の状況や、
将来の目標などを残しておきましょう！

状況に合わせ
て随時更新を！
家計のやりくり
上手になろう。

田舎暮らし
でも結構、
浪費してたり
して…

市町村によって、
様々な支援策や、
居住地に高校が
在るか否かも、
大きく影響！

学校教育以外の、部活動や習い事…親の学習・趣味の
講座費用なども考慮します。

暮らしのスタイルを６つのステップで設定して行きます。

暮らしの中で消費していく経費を一つひとつ設定していきます。
平均値をベースに、食費や光熱費等の細目までカスタマイズすることが可能です。

まずは、あなたの世帯構成、家族の世帯状況を入力します。
将来の子育て経費も見込んだ「家族計画」も盛り込むとよいでしょう。

平均値をベースにしながら、様々なパターンで経費削減を検討しましょう！

長期的なビジョ
ンを持って、
将来計画を含めた
状況を入力しま
しょう！

まずは、平均値の結果をチェックして、
あなたの暮らしにあった詳細を設定します。

ソフトを使ってみましょう。


